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■■■第 4 部 モデル事業報告書 

■■■4-1 （特養）グリーンヒル 

 

 

「勝田台元気クラブ」を立ち上げることになり，６５歳以上の高齢者を対象に「介護家

族への教育支援プログラム～家族と職員の相互参加型交流講座～」（１２日間）を開催し

ました。テーマは，①認知症とその予防，②転倒の予防，③脳の健康，④病院受診の仕方，

⑤口腔衛生，⑥風邪の予防，⑦食事と栄養，⑧困ったとき，⑨健康体操，などです。この

講座には延べ３８５人の地域の高齢者が参加し，今後，施設と地域の連携を築いて行く上

で大きな成果をもたらしました。 

施設と地域の連携体制づくりは継続性が重要であり，地域性と地域の社会資源および施

設の実情に合わせて，具体的な課題を中心にして取り組んで行くことが重要です。施設と

地域の連携づくりは，施設側が特別な新しい行事を企画し，地域に対してこれを一方的に

提供するのではなく，施設がこれまでやってきたことを地域の人々と協働して行うことに

よって相互の理解を深め，施設の入居者も地域の一員として共に暮らして行ける地域社会

づくりに通じると思います。 
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■■■4-2 （特養）プレーゲ本埜 

 

 

行政や地域の保健福祉関係機関，教育機関，地域住民，利用者家族等によって構成され

る「地域運営協議会」を設置し，顔の見える関係を作りながら「施設の機能を地域にどう

活かすことができるか」について，ともに話し合う機会を持つこととなりました。モデル

事業担当職員が地域の委員ひとりひとりを訪ねて協力を依頼し，皆様の快い御参加をいた

だきました。２回にわたり実施しました地域運営協議会では，「子ども達と高齢者の継続的

交流や福祉教育の機会」「災害発生時の要援護者の避難先」また「ボランティアの育成と活

動の場」としての施設の活用について要望と意見をいただき，２０年度の具体的な取り組

みへとつなげることができました。 

施設職員が中心となって取り組んだモデル事業を通じ「施設が地域の一部として存在し

ていること」を実感するとともに，これまで希薄であった地域と施設との相互の関係を，

信頼と協働の関係に変えることができました。もっとも大きな成果としては施設の職員が

地域の関係者と直接顔を合わせ，ともに取り組みを行ったことでの協力関係の構築であっ

たと思います。具体的には特に幼稚園・保育園における「世代間交流事業」や小中学校に

おける「職業体験学習」に関する施設への要望・ニーズが高く，施設はプログラムに工夫

を凝らし，より有意義な活動をしてもらえるよう取り組みを行いました。このことは地域

の子ども達が福祉に興味を持ち，将来地域の福祉・介護力を高めることにもつながると考

えられます。今後も「地域運営協議会」の機能を活用し，施設と地域が互いに助け合える

関係作り，また地域の機能的なネットワーク作りに取り組んでいきたいと思います。 
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■■■4-3 （特養）九十九里園 

 

 

九十九里町の唯一の高齢者福祉施設として，継続・発展してきた地域との交流事業につ

いて，地域アンケート調査でニーズを再確認し，さらに地域に根ざした事業を目指して，

従来の行事を継続実施しました。 

日付 内容 
参加者数 

（内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数） 

H20.8.24 納涼祭 ３０１（１５） 

H20.９.21 片貝小学校運動会参加 ７ 

H20.９.27 片貝幼稚園・豊海保育園運動会参加 １６ 

H20.10.30 職場体験（豊海小学校６年生） ３ 

H20.11.5～7 職場体験（東金中学校２年生） ３ 

H20.11.13 文化祭 ４３（７） 

H20.11.26 職場体験（東金商業高等学校２年生） ５ 

H20.11.28 片貝幼稚園お遊戯会 ３３ 

H20.12.4 
豊海地区社協のふれあいお楽しみ会 

参加 
８ 

H20.12.17 
片貝・作田地区社協のふれあい 

お楽しみ会参加 
６ 

H20.12.18 餅つき大会 ６０（２８） 

H20.12.23 クリスマス会 ３０（２） 

H21.1.15 鏡開き ２４（５） 

 アンケートの実施から，具体的事業につなげるに当たって，重要なことは，モデル事業

の目的を明確に職員に説明することであると考えられます。職員に関心を持ってもらうこ

とで，意見交換・情報共有ができ，次のステップへ進むことができると思われます。また，

職員が従来実施していた活動・事業を検討しないで日々過ごしてきた場合，施設外へ目を

向ける機会を失っており，動機付けが難しくなると思われます。今回のモデル事業で，職

員へのアンケート調査により職員の意識確認はできました。アンケートに答えることで，

地域・福祉・ボランティア・自施設にできる事や，してほしい事を改めて考えることがで

きました。また，地域へのアンケート調査により，自施設へのイメージや要望を知る事が



 

-18- 

できました。ボランティア活動に参加したいが，きっかけがつかめなく実施できない意見

があるのもわかりました。このように，職員の意識確認ができ，地域の声を聞くことがで

き，情報を多く持てたことをさらに生かして，関係機関や地域との連携へ，協力して一歩

ずつ前進していかなければならないと考えています。 
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■■■4-4 （特養）松寿園 

 

 

全職員，利用者家族，地域住民へのアンケート調査結果から， 

① 毎月第 2・４木曜日のうんどう教室に「あおぞら介護相談窓口（担当：地域包括支援

センター・在宅介護支援センター職員が交替で対応）」を設置。介護にまつわる相談実績は

３件（H20.10～H21.1 月）ほどですが，相談だけでなく，参加者との交流を深めるこ

とで，センター職員が地域住民の方々と顔と顔とがつながる関係性の構築を図ることによ

り，日々の些細な心配事にも対応できる信頼関係が築けるよう努力しているところです。 

② 「やわらかケア・介護塾」を平成 20 年 10 月より平成 21 年 3 月まで月 1 回の実

施計画を策定しました。計５３名参加（3 回開催済）。施設職員毎回１０名前後参加。従

前の専門的機能の中心であった「介護教室」の形態とは異なり，課題提起をした上で，そ

の課題を施設職員・介護している御家族・地域住民といった垣根を越えた部分で共有し合

い，お互いの苦労や悩み・思いを語り合いながら，相互理解を深めていくことを目的とし

た内容になっています。その結果，介護の負担を軽減していくことが期待され，それぞれ

が抱える介護に向き合っていける気持ちを維持・向上していくことができればと考えてい

ます。 

多部署・多職種の職員を実施メンバーの一員として構成していくことで，通常業務の粋

を越えた協力体制を構築し，施設の枠を超えた法人として一つの目標を共有していく連帯

感を持つことや通常業務では得られない体験を通して，メンバー職員の視野の広がりや視

点の変化をもたらすことができました。この課題に，居宅やデイ・包括・相談員などの事

業や職種に偏らずに，法人全体として捉え，全事業・あらゆる職種から担当職員の人選が

施設側にとってもプラスの効果をもたらすことに繋がったと考えられます。地域の拠点と

しての取り組みを実践していく中で，施設側にとって大きな負担となってしまっては，せ

っかくの素晴らしい実践であっても継続性が難しくなってしまうでしょう。大きな取り組

みを単発的に行うことも重要でしょうが，やはり拠点としての役割を果たし，拠点として

の位置づけを明確にしていくためにはいかに継続していけるかという視点が求められます。

それには，現在各施設で行っている地域活動の評価を通して，各地域におけるニーズと照

らし合わせた上で見直し・修正・バージョンアップを図っていくことを軸に考えていくと

よいと思います。今回のモデル事業を通して，施設は決して単独で運営できるものではな
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く，地域の方々に存在の理解，役割の理解，期待に応えたサービス提供をしていくことで

初めて，地域の中に根差した施設として認知され，相互協力の中で施設の価値が地域に浸

透していくのではないかと感じました。職員にとってもそれは，頭の中では理解している

ことではありましたが，実際に体験的に地域の方々と接点を持つことで，施設側として，

地域側として双方にとって関わりの広がりが期待できる顔と顔の繋がり（ネットワーク）

が構築できたことは大きな財産です。 

 


